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平
成
２４
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
、
晴
れ
と
も
曇
り
と
も
言
え
な
い
、

す
っ
き
り
し
な
い
天
気
が
続
い
た
が
、

５
月
５
日
だ
け
は
申
し
分
の
な
い
さ
わ

や
か
な
五
月
晴
れ
だ
っ
た
。 

 

郷
土
の
戦
国
武
将
、
別
所
長
治
公
の

遺
徳
を
偲
ん
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
別
所

公
春
祭
り
」
の
共
催
行
事
と
し
て
、
空

手
道
や
柔
道
と
共
に
、
行
わ
れ
た
剣
道

大
会
は
、
本
年
度
最
初
の
公
式
戦
で
あ

る
。 

 

三
木
市
民
体
育
館
を
会
場
に
、
午
前

８
時
３０
分
か
ら
約
１
時
間
、
大
会
に

出
場
す
る
子
ど
も
た
ち
、
中
・
高
校
生
、

そ
れ
に
審
判
員
と
し
て
世
話
に
当
た
る

一
般
連
盟
会
員
な
ど
が
総
出
で
合
同
稽

古
を
行
い
、
汗
を
流
し
た
。 

９
時
半
か
ら
開
会
式
。
会
長
挨
拶
を

 
受
け
て
、
松
本
明
紀
教
育
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
緑
が
丘
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
藤
原
玄
君
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
っ
た
。 

 

試
合
は
す
べ
て
個
人
戦
で
、
午
前
中

は
小
学
生
、
低
・
高
、
男
女
の
４
部
門
。

少
し
で
も
多
く
出
場
機
会
を
与
え
よ
う

と
、
す
べ
て
予
選
リ
ー
グ
戦
が
組
ま
れ

て
い
る
。 

 
小
学
生
４
年
生
以
下
男
子
の
部
は
、

３１
名
が
争
い
、
別
所
の
中
本
紫
那
君

と
自
由
が
丘
の
今
福
謙
太
君
が
優
勝
を

争
っ
た
が
、
な
か
な
か
決
着
が
つ
か
ず

延
長
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。
双
方
必
死

の
攻
防
だ
が
き
め
が
な
い
。
遂
に
今
福

意
を
決
し
て
小
手
に
来
た
と
こ
ろ
を
中

本
返
し
て
メ
ン
に
決
め
長
い
勝
負
を
も

の
に
し
た
。 

 

小
学
生
５
・
６
年
男
子
の
部
は
、

２０
名
の
争
い
。
決
勝
は
吉
川
勢
同
士
、

岡
坂
蓮
君
が
同
輩
の
森
本
一
成
君
を
見

事
な
出
コ
テ
で
仕
留
め
優
勝
し
た
。 

 

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
、
中
・
高

校
生
の
戦
い
。
こ
れ
も
予
選
は
す
べ
て

リ
ー
グ
戦
だ
。
４
名
１
組
に
、
８
グ

ル
ー
プ
の
中
学
生
男
子
の
部
は
、
こ
れ

も
吉
川
勢
が
三
木
中
ほ
か
を
圧
倒
し
、

ベ
ス
ト
４
に
３
名
が
残
っ
た
。
中
で
も

注
目
を
集
め
た
の
は
橋
間
祐
生
（
１

年
）
君
で
、
小
さ
な
体
か
ら
玄
妙
な
技

を
繰
り
出
し
、
体
格
に
勝
る
上
級
生
を

つ
ぎ
つ
ぎ
と
退
け
、
決
勝
戦
に
進
出
し

た
。
最
後
は
浅
井
優
輔
（
２
年
）
に
屈

し
た
が
、
会
場
を
う
な
ら
せ
た
。 

中
学
生
女
子
は
僅
か
５
名
の
争
い

だ
っ
た
が
、
後
で
安
栖
審
判
長
が
講
評

で
激
賞
し
た
よ
う
に
、
岡
坂
和
奏
さ
ん

の
先
を
と
っ
た
見
事
な
剣
さ
ば
き
が
注

目
さ
れ
た
。 
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【平成 24 年度別所公春祭り共催剣道大会個人戦各部入賞者氏名（所属）】 

本
大
会
が
充
実
し
た
の
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
高
校
生
男
子
の
、
近
年
に
な

い
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
。 

各
高
校
と
も
、
部
員
が
揃
い
、
総
勢

３３

名
の
争
い
。
当
日
く
じ
引
き
の

リ
ー
グ
戦
で
、
全
選
手
が
幾
試
合
も
戦

う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
混
戦
を
抜
け

出
し
、
ベ
ス
ト
４
に
残
っ
た
の
は
、
山

口
優
輝
（
小
野
高
）
、
三
枝
康
弘
（
三

木
北
）
、
前
川
裕
孝
（
三
木
北
）
、
土

居
憂
太
朗
（
三
木
高
）
。
山
口
、
前
川
、

三
枝
の
３
人
は
い
ず
れ
も
元
自
由
が
丘

中
剣
道
部
出
身
で
あ
る
。
結
局
頂
点
に

立
っ
た
の
は
山
口
優
輝
で
、
三
木
北
の

三
枝
を
出
小
手
の
２
本
勝
ち
で
制
し
た
。

市
内
の
各
高
校
は
そ
れ
ぞ
れ
新
顧
問
を

迎
え
、
一
段
と
稽
古
に
熱
が
入
っ
て
、

来
る
県
大
会
が
楽
し
み
だ
。 

大
会
の
最
後
を
飾
っ
た
恒
例
の
東
西

対
抗
戦
は
、
例
年
に
な
く
力
が
拮
抗
し
、

最
後
ま
で
熱
戦
が
続
い
た
た
め
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
す
で
に
試
合
が
終

わ
っ
た
全
選
手
、
保
護
者
、
大
会
役
員

ら
が
特
別
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
１
コ
ー

ト
に
集
中
し
、
出
場
選
手
た
ち
を
応
援 

し
た
た
め
、
試
合
の
集
中
度
が
増
し
、

勝
負
が
決
ま
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
た
。
１
本
勝
負
、
２
分
間

の
試
合
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
番
狂
わ
せ

も
多
く
、
東
軍
の
１０
勝
、
西
軍
の
９

勝
で
僅
か
に
１
勝
分
東
軍
が
上
回
っ
た

が
、
前
半
の
東
軍
優
勢
を
西
軍
が
激
し

く
追
い
上
げ
た
た
め
最
後
ま
で
席
を
立

つ
者
は
い
な
か
っ
た
。 

   

【
東
】 

 
 

【
西
】 

○
日
高
（
中
）
メ 

幅 
 

（
緑
） 

 

藤
田
（
別
）×

 

照
井
葉(

志) 

 

増
田
（
中
）
コ  

山
田
（
吉
）
○ 

○
中
本
（
別
）
コ 

今
福
（
自
） 

○
加
村
（
中
）
ド 

粟
田
（
志
） 

 

村
岡
（
緑
）
メ 

森
本
（
吉
）
○ 

○
多
鹿
（
口
）
メ 

倉
津
（
剣
） 

○
加
村
（
中
）
メ 

財
田
（
剣
） 

○
生
友
（
別
）
メ 

岡
坂
（
吉
） 

 

日
高
（
中
）×

 

藤
原
（
緑
） 

○
照
井
瑞(

志)

反 
 

林 

（
自
） 

○
三
藤
（
吉
）
ド 

内
村
（
自
） 

 

橋
間
（
吉
）×

  

低
田
（
自
） 

 

十
都
（
口
）
メ  

村
岡
（
緑
）
○ 

 
田
正
司(

北
）
コ  

西
尾
（
三
）
○ 

 
垣
内
（
北
）
メ  

杉
正
（
東
）
○ 

○
前
山
（
東
）
コ 

 

堀 

（
三
） 

 

前
川
（
北
）
コ  

丸
山
（
三
）
○ 

 

加
村(

一
般)
コ  

梶
原(

一
般) 

○ 

 

内
村(

一
般)
メ  

中
谷(

一
般) 

○ 

○
木
村(

一
般)

メ  
粟
田(

一
般) 

 

木
下(

一
般)

メ 
八
木(
一
般
）
○ 

部 門 優  勝 準 優 勝 ３  位 

小４以下女子 山田真実（吉川） 日高光桜（中央） 幅美萌梨（緑が丘）増田萌花（中央） 

小４以下男子 中本紫那（別所） 今福謙太 （自由が丘） 加村蓮（中央）森花蓮（自由が丘） 

小５・６女子 加村仁奈（中央） ― ― 

小５・６男子 岡坂蓮（吉川） 森本一成（吉川） 中井海夏人（自由が丘）林 大稀（自由が丘） 

中 女子 岡坂和奏（吉川） 内村友美（自由中） 三藤暢子（吉川） 

中 男子 浅井優輔（吉川） 橋間祐生（吉川） 青木貴信（三木中）橋間祐久（吉川） 

高 女子 杉正香菜（三木東） 西尾風花（三木東） 田正司祐奈（三木北） 

高 男子 山口優輝（自由が丘） 三枝康弘（三木北） 前川裕孝（三木北）土居憂太朗（三木） 

小
学
生
各
部
入
賞
者
・
写
真
右
上
＝
小
４

以
下
男
子
、
右
下
＝
同
女
子
、
左
上
＝
小

５
・
６
女
子
、
左
下
＝
同
男
子 

各部入賞者・写真右上＝中学生女子、右

下＝同男子、左上＝高校女子、左下＝同

男子 
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本
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
三

木
市
内
の
４
高
校
に
は
剣
道
の
指
導
が

で
き
る
先
生
方
が
新
た
に
着
任
さ
れ
、

か
つ
て
な
く
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
１０
年
間
に
わ
た
っ
て
三
木

東
高
校
に
居
ら
れ
た
武
中
敏
彦
先
生

(

教
士
７
段)

が
三
木
高
へ
移
ら
れ
、
小

寺
正
敏
先
生(

教
士
７
段)

と
コ
ン
ビ
を

組
ま
れ
る
。 

 
 

武
中
先
生
の
後
任
に
は
、
県
立
有
馬 

 
 

高
校
か
ら
八
木
啓
介
先
生
が
来
ら
れ
た
。

先
生
は
加
古
川
東
高
校
剣
道
部
出
身
、

筑
波
大
学
卒
業
後
、
新
任
で
有
馬
高
校 
 
 
 

に
４
年
間
勤
務
の
後
、
本
年
三
木
東

高
校
へ
。
若
手
の
バ
リ
バ
リ
の
先
生
で
、

試
合
経
験
も
豊
富
だ
。 

池
田
公
津
先
生(

教
士
８
段)

が
定
年

に
よ
り
去
ら
れ
た
三
木
北
高
に
は
、
池

田
先
生
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
お
ら
れ
た

安
田
隆
一
先
生
が
明
石
清
水
高
校
、
加

古
川
東
高
校
を
経
て
１３
年
ぶ
り
に
三

木
北
高
に
戻
ら
れ
た
。
先
任
の
先
坊
昌

之
先
生
が
２
年
の
、
安
田
先
生
が
１
年

そ
れ
ぞ
れ
学
年
主
任
と
し
て
、
教
員
と

し
て
も
脂
の
乗
り
切
っ
た
学
校
の
要
で

あ
る
。
安
田
先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
指

導
に
は
定
評
が
あ
る
。 

現
在
部
員
居
な
い
吉
川
高
校
に
も
若

い
女
性
剣
士
の
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。

大
西
由
記
先
生
だ
。
姫
路
飾
西
高
校
か

ら
武
庫
川
女
子
大
剣
道
部
へ
。
中
学
時

代
か
ら
剣
道
を
始
め
ら
れ
、
姫
路
飾
西

高
校
で
は
、
故
宮
野
真
先
生(

国
士
舘

大
卒)

に
鍛
え
ら
れ
た
。
そ
の
宮
野
先

生
の
通
夜
式
で
、
来
合
わ
せ
た
吉
田
教

頭
先
生
に
励
ま
さ
れ
、
一
度
あ
き
ら
め

か
け
た
教
職
の
道
に
就
く
こ
と
を
誓
い
、 

以
来
民
間
企
業
を
辞
め
て
採
用
試
験
に

挑
戦
、
こ
の
た
び
晴
れ
て
新
任
と
し
て

吉
川
高
校
に
。
地
元
吉
川
の
少
年
剣
道

の
指
導
に
も
協
力
す
る
と
の
約
束
も
さ

れ
て
お
り
、
吉
川
高
校
剣
道
部
の
復
活

も
近
い
。 

田
畑
先
生
ら 

代
表
選
手
紹
介 

―
東
播
地
区
協
議
会 

稽
古
会
の
場
で
― 

 

今
年
の
（
財
）
兵
庫
県
剣
道
連
盟

東
播
地
区
協
議
会
・
稽
古
会
は
、
当
番

市
の
西
脇
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育

館
で
、
５
月
１９
日
（
土
）
午
前
１０
時

か
ら
開
催
さ
れ
，
東
播
各
市
か
ら
５０

名
が
参
加
、
元
立
ち
に
７
段
を
立
て
て

約
１
時
間
余
り
稽
古
会
を
し
た
。 

 

我
が
三
木
市

剣
道
連
盟
か
ら

森
下
哲
次
副
会

長
以
下
８
名
が

参
加,

他
市
の

剣
士
た
ち
と
約

１
時
間
余
り
心

地
よ
い
汗
を
流

し
た
。 

 

な
お
、
そ
の
稽
古
会
の
初
め
に
当

た
っ
て
、
来
る
６
月
２４
日
、
王
子
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、

「
ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
地
区

別
剣
道
交
流
大
会
の
東
播
地
区
代
表
選

手
が
紹
介
さ
れ
、
他
市
の
選
手
に
交

じ
っ
て
、
三
木
市
剣
道
連
盟
会
員
、
田

畑
修
先
生
（
錬
士
７
段
）
が
紹
介
さ
れ

た
。 

第
７
回
ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式

に
出
席 

―
兵
庫
県
剣
道
連
盟
代
表
と
し
て
― 

 

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
「
ひ
ょ

う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
５
月

２６
日
（
土
）
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
た

青
空
の
下
、
県
立
三
木
総
合
防
災
公
園

内
の
各
施
設
で
行
わ
れ
た
。 

実
施
種
目
３４
種
目
の
内
、
２７
種
目

の
代
表
が
総
合
開
会
式
会
場
の
ブ
ル
ボ

ン
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー
ム
に
集
結
し
た
。 

 

兵
庫
県
剣
道
連
盟
は
、
地
元
の
三
木

剣
連
に
開
会
式
へ
の
出
席
を
依
頼
。
我

が
三
木
市
剣
道
連
盟
は
そ
れ
に
こ
た
え

て
、
森
下
副
会
長
を
団
長
に
、
小
紫
名

誉
会
長
や
Ｏ
Ｂ
会
員
、
三
木
中
央
・
自

由
が
丘
・
緑
が
丘
の
教
室
父
母
会
員
ら

２０
名
が
出
席
し
た
。 

市
内
４
高
校
剣
道
部
、
新
監
督
迎
え 

部
活
動
興
隆
の
期
待 

右上・小寺先生、右下・武中先生（三木）中上・八木先生（三木東） 

中下・安田先生、左上・先坊先生（三木北）、左下・大西先生（吉川） 

紹介される田畑選手（右） 
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吉吉
川川
（（
中中
学学
生生
））

のの
３３
連連
覇覇
成成
らら
ずず  

地
元
神
戸
枝
吉
己
勝
館
の
猛
攻
に
屈
す 

―
第
４０
回
中
兵
庫
少
年
剣
道
大
会
― 

 
 

       

本
年
第
４０

回
の
節
目
を
迎
え
る

「
第
４０
回
中
兵
庫
少
年
剣
道
大
会
」

は
、
西
神
地
区
が
主
催
当
番
で
、
会
場

を
北
神
戸
田
園
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

に
借
り
、
５
月
２７
日
（
日
）
に
行
わ

れ
た
。 

 

大
会
会
長
坊
池
正
氏
が
あ
い
さ
つ
で

謝
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
日
は
行
事
が

集
中
し
、
会
場
確
保
が
難
し
く
、
や
む

な
く
神
戸
市
北
区
の
当
体
育
館
に
決

ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

試
合
会
場
は
、
約
４００
名
の
選
手
、

役
員
、
保
護
者
達
で
満
員
状
態
、
館
内

移
動
も
困
る
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 

三
木
市
か
ら
の
参
加
は
、
志
染
・
別

所
・
中
央
・
吉
川
・
自
由
が
丘
の
５
教

室
。
女
子
の
み
小
学
生
、
低
・
高
、
中

学
生
の
個
人
戦
が
あ
り
、
団
体
戦
は
、

小
学
生
（
５
人
制
）
、
中
学
生
（
３
人

制
）
で
あ
る
。 

 

開
会
式
で
は
、
昨
年
の
覇
者
、
吉
川

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
小
学
生
、

中
学
生
と
も
団
体
優
勝
者
と
し
て
、
優

勝
旗
を
返
還
し
た
。 

 

試
合
に
先
立
ち
、
西
区
の
少
年
団
体

３
つ
の
低
学
年
に
よ
る
基
本
錬
成
が
披

露
さ
れ
た
。 

女女
子子
個個
人人
低低
学学
年年
のの
部部

３３
位位
山山
田田
真真
実実
ささ
んん

（（
吉吉
川川
））
同同
中中
学学
生生
のの
部部

準準
優優
勝勝
岡岡
坂坂
和和
奏奏
ささ

んん
（（
吉吉
川川
））  

試
合
は
６
つ
の
コ
ー
ト
で
、
１０
時

か
ら
女
子
個
人
戦
が
始
ま
り
、
三
木
市

の
選
手
も
低
学
年
で
８
名
、
高
学
年
で

１
名
、
中
学
生
が
２
名
出
場
し
た
。
中

学
生
の
部
で
、
吉
川
の
岡
坂
和
奏
さ
ん

が
決
勝
戦
ま
で
行
き
、
船
城
の
山
本
明

日
香
さ
ん
と
優
勝
を

争
っ
た
が
、
い
き
な

り
コ
テ
を
奪
わ
れ
、

た
だ
ち
に
メ
ン
を
取

り
返
し
た
。
山
本
メ

ン
に
く
る
と
こ
ろ
を

ド
ウ
に
抜
い
た
が
不

十
分
、
逆
に
山
本
に

メ
ン
を
奪
わ
れ
敗
退
し
た
。
長
身
で
元

気
の
あ
る
山
本
に
屈
し
た
が
、
見
ご
た

え
あ
る
優
勝
戦
だ
っ
た
。 

 

低
学
年
の
部
で
も
吉
川
の
山
本
真
実

が
長
身
で
首
一
つ
大
き
い
己
勝
館
の
藤

津
芽
生
を
相
手
に
大
健
闘
、
メ
ン
を

奪
っ
て
準
決
勝
戦
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、

己
勝
館
の
越
智
明
香
さ
ん
に
コ
テ
２
本

で
敗
れ
、
惜
し
く
も
３
位
だ
っ
た
。 

 

小
学
生
団
体
戦
で
は
、
前
回
優
勝
の

吉
川
チ
ー
ム
が
、
「
す
ず
か
け
Ａ
」
に

本
数
負
け
し
て
早
々
と
姿
を
消
し
た
の

を
始
め
、
他
の
４
チ
ー
ム
が
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
し
た
中
で
、
唯
一
別
所
チ
ー

ム
の
み
が
、
西
神
栄
Ｃ
，
高
志
会
Ａ
を

退
け
て
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
あ
が
り
、

「
北
条
Ａ
」
と
対
戦
、
北
条
先
鋒
是
常
、

別
所
大
将
生
友
兄
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
ン
を

２
本
と
っ
た
の
み
で
、
代
表
選
に
も
つ

れ
込
み
、
１
本
勝
負
を
生
友
が
メ
ン
で

勝
ち
ぬ
き
、
準
々
決
勝
戦
へ
。
し
か
し
、

別
所
の
頑
張
り
も
こ
こ
ま
で
で
、
初
優

勝
を
め
ざ
し
燃
え
る
「
尚
勇
館
Ａ
」
に

は
３
―
０
の
大
差
で
敗
れ
、
３
位
入
賞

を
逃
し
た
。
足
を
使
っ
て
粘
る
別
所

チ
ー
ム
に
こ
こ
ぞ
の
決
め
技
は
ほ
し
い

と
こ
ろ
だ
。 

 

中
学
生
団
体
で
は
、
３
連
覇
を
狙
う

吉
川
に
対
し
て
、
地
元
巳
勝
館
が
優
勝

奪
回
を
期
す
。
大
方
の
予
想
通
り
、
吉

川
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、
己

勝
館
Ｂ
と
Ａ
。
Ｂ
チ
ー
ム
に
は
２
―
１

で
凌
い
だ
も
の
の
、
決
勝
戦
で
は
己
勝

館
Ａ
の
勢
い
に
呑
込
ま
れ
，
先
鋒
、
次

鋒
次
々
敗
れ
、
は
や
勝
敗
が
決
し
た
。

大
将
橋
間
は
メ
ン
を
先
取
さ
れ
な
が
ら
、

た
だ
ち
に
反
撃
し
メ
ン
を
取
り
返
し
て

引
き
分
け
た
。
吉
川
大
将
の
意
地
を
見

せ
た
試
合
だ
っ
た
。 

 

３
連
覇
は
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、

堂
々
の
準
優
勝
、
吉
川
の
健
在
を
証
明

し
た
。 

 

中学生男子の部で準優勝

した吉川チーム 



 

 

5 
東
播
地
区
剣
道
指
導
・

審
判
法
講
習
会
に
１６

名
が
参
加 

 

６
月
３
日
（
日
）
西
脇
市
天
神
池
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
「
平

成
２４
年
度
東
播
地
区
剣
道
指
導
・
審
判
法

講
習
会
」
が
講
師
に
三
木
市
在
住
の
伊
藤

明
裕
先
生
（
教
士
７
段
、
県
警
剣
道
師

範
）
を
迎
え
、
丸
一
日
を
費
や
し
て
行
わ

れ
た
。 

 

東
播
地
区
協
に
加
盟
し
て
い
る
剣
連
か

ら
１１０
名
が
集
い
、
熱
心
に
受
講
し
た
。 

 

三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
は
，
安
栖
指
導

部
長
以
下
１６
名
の
会
員
が
参
加
し
、
伊
藤

先
生
の
丁
寧
な
説
明
を
一
つ
一
つ
納
得
し

な
が
ら
聴
講
、
実
技
指
導
も
受
け
た
。 

 

午
前
中
は
「
日
本
剣
道
形
」
の
指
導
。

「
剣
道
講
習
会
資
料
」
の
日
本
剣
道
形
の

補
足
説
明
に
傍
線
を
引
き
つ
つ
重
点
を
読

み
進
み
、
注
意
す
べ
き
点
を
確
認
し
た
後
、

実
技
練
習
に
入
っ
た
。 

 

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
審
判
法
の
講

習
。
三
木
市
か
ら
の
参
加
者
の
う
ち
こ
の

講
習
会
受
講
が
称
号
審
査
の
資
格
条
件
と

な
る
６
段
・
７
段
の
方
々
、
森
下
哲
次
、

田
畑
修
、
下
瀬
澤
生(

教
士
号
資
格)

、
大

柴
敏
昭
、
大
西
健(

錬
士
資
格)

さ
ん
ら
が
，

試
合
者
並
び
に
審
判
員
と
し
て
、
他
の
市

受
審
者
ら
と
共
に
、
特
別
に
伊
藤
先
生
か

ら
の
指
導
を
受
け
た
。 

 
 

そ
の
後
一
般
会
員
が
互
い
に
試
合
者
、
審

判
員
と
な
り
、
審
判
実
技
に
つ
い
て
４
名

の
講
師
補
助
の
先
生
方
か
ら
細
か
い

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。 

 

講
習
は
４
時
前
に
終
了
、
そ
の
後
約
１

時
間
、
受
講
者
全
員
が
伊
藤
講
師
以
下
講

師
の
先
生
方
、
７
段
の
先
生
方
を
元
立
ち

に
稽
古
で
汗
を
流
し
、
長
い
一
日
を
終
え

た
。 第

１００
回
目
の
三
木
市

剣
道
連
盟
主
催
級
位
認

定
審
査
会
開
催
さ
れ
る 

記
念
す
べ
き
第
１００
回
目
の
級
位
認

定
審
査
会
が
、
去
る
６
月
１０
日
に
三

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も

前
回
に
引
き
続
き
３０
名
以
上
の
受
審

者
が
あ
り
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
、

三
木
市
剣
道
連
盟 

高
橋
会
長
よ
り
、

こ
の
審
査
会
が
１００
回
を
重
ね
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
先
輩
方
も
こ
の
審
査
会
を
受

審
し
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
昔
、
ク
ラ

ス
で
一
人
だ
け
鉄
棒
の
逆
上
が
り
で
き

な
か
っ
た
子
供
が
、
そ
の
夜
、
母
親
に

連
れ
ら
れ
て
練
習
し
た
結
果
、
逆
上
が

り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ラ
ス
全
員

が
逆
上
が
り
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
例
に
、
こ
の
昇
級
審
査
も
稽
古

を
す
れ
ば
、
全
員
が
合
格
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
会
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
前
回
に
引
き
続
き
全
員
合

格
で
し
た
。
し
か
も
採
点
結
果
も
、
ほ

ぼ
全
員
が
満
点
で
あ
り
、
十
分
に
満
足

で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
教
室
・

級
別
の
審
査
結
果
は
別
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
２
級
（
９
本
目
ま
で
）
・
３
級

（
６
本
目
ま
で
）
に
課
せ
ら
れ
る
「
木

刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
の
講

習
会
に
つ
い
て
は
、
小
椋
先
生
が
主
体

に
「
竹
刀
は
刀
で
あ
る
」
と
い
う
概
念

の
説
明
、
礼
法
・
作
法
か
ら
始
ま
り
、

懇
切
丁
寧
に
審
査
員
の
先
生
方
に
よ
り
、

９
本
目
ま
で
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

昇
級
審
査
会
終
了
後
に
は
、
短
時
間

で
す
が
合
同
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
各
教
室
の
指
導
陣
や
子
供
達
の

交
流
・
親
睦
を
図
る
た
め
、
合
同
稽
古

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
方
が
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
第100回 級位認定審査会結果　　一覧表

受審者数 合格者数 審査員

中央 13 13 神澤　先生
緑が丘 8 8 小椋　先生
志染 1 1 西岡　先生
口吉川 下瀬　先生
自由が丘 6 6 木下　先生

別所 2 2
剣修会 2 2

合計 32 32

受審者 合格者
２級 6 6
３級 6 6
４級 14 14
５級 6 6

計 32 32

昇級審査終了後合同稽古会開催
小学生 ４０分 ４８名
大人 １５分 １９名

100.0%
100.0%

100.0%

合格率
100.0%

100.0%

100.0%
100.0%

100.0%
100.0%
100.0%

100.0%

合格率

100.0%

２・３級合格者に基本技の型を指導 昇級審査後の合同稽古の様子 
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予
選
リ
ー
グ
突
破
は
別
所
の
み 

第
４５
回
兵
庫
県
少
年
剣
道
の
集
い 

県
下
の
少
年
団
体
の
試
合
と
し
て
最

大
の
試
合
で
あ
る
「
第
４５
回
兵
庫
県
少

年
剣
道
の
集
い
」
は
、
６
月
２４

日

（
日
）
、
神
戸
市
立
王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
下
各
地
か
ら
１０６

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。 

三
木
か
ら
は
、
三
木
中
央
、
志
染
、

別
所
、
自
由
が
丘
、
緑
が
丘
、
吉
川
の

６
教
室
が
出
場
し
た
。
全
体
で
は
１０６

チ
ー
ム
が
６
つ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
優

勝
を
争
っ
た
。 

試
合
は
、
３
チ
ー
ム
が
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
そ
の
勝
者
の
み
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
出
で
き
る
。
初
め
に
基
本

団
体
試
合
を
行
い
、
そ
の
後
１
本
勝
負

の
試
合
が
あ
る
。 

三
木
の
チ
ー
ム
は
、
昨
年
準
優
勝
で
、

大
い
に
期
待
が
も
た
れ
た
吉
川
剣
道
協

会
チ
ー
ム
が
早
々
と
敗
退
し
た
の
を
始

め
別
所
を
除
く
５
教
室
が
予
選
リ
ー
グ

を
勝
ち
残
れ
な
か
っ
た
。 

唯
一
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

た
別
所
チ
ー
ム
は
、
清
水
台
チ
ー
ム
と

あ
た
り
、
中
堅
ま
で
引
き
分
け
で
相
拮

抗
し
た
が
、
副
将
・
大
将
が
相
次
い
で

敗
れ
、
２
対
０
で
惜
敗
し
た
。 

結
局
優
勝
し
た
の
は
加
古
川
の
印
南

剣
道
場
、
準
優
勝
は
こ
の
清
水
台
だ
っ

た
。 

 
田
畑
先
生
負
け
知
ら
ず

（東
播
地
区
代
表
選
手
） 

こ
の
日
同
会
場
で
行
わ
れ
た
「
ひ
ょ

う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
地
区
別
剣
道

交
流
大
会
」
に
、
東
播
地
区
協
議
会
代

表
選
手
と
し
て
、
三
木
市
剣
道
連
盟
推

薦
の
田
畑
修
先
生
（
錬
士
７
段
）
が
次

鋒
と
し
て
出
場
し
た
。 

１
回
戦
、
淡
路
地
区
協
議
会
の
森
本

選
手
、
２
回
戦
阪
神
地
区
協
議
会
の
金

澤
選
手
を
そ
れ
ぞ
れ
下
し
、
東
播
チ
ー

ム
唯
一
の
２
連
勝
負
け
知
ら
ず
で
チ
ー

ム
の
３
位
入
賞
に
貢
献
し
た
。
東
播

チ
ー
ム
は
、
優
勝
し
た
阪
神
地
区
チ
ー

ム
に
対
し
て
あ
と
１
本
と
迫
っ
た
が
及

ば
ず
、
３
位
と
な
っ
た
。 

 

三
木
市
剣
道
連
盟 

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る 

 

平
成
２４
年
度
三
木
市
剣
道
連
盟
総

会
が
、
去
る
６
月
１０
日
（
日
）
午
後
１

時
３０
分
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
開

催
さ
れ
、
事
業
・
決
算
お
よ
び
事
業
計

画
、
予
算
、
役
員
改
選
、
規
約
改
正
案

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
後
、

決
議
承
認
さ
れ
た
。 

 

任
期
２
年
目
で
、
役
員
改
選
年
度
に

当
た
る
今
回
、
会
長
、
副
会
長
は
留
任

と
な
っ
た
が
、
参
与
に
那
須
敏
比
古
氏
、

指
導
顧
問
に
安
栖
敏
夫
氏
、
成
人
指
導

部
長
に
小
椋
治
朗
氏
、
同
指
導
部
副
部

長
に
松
本
克
基
氏
が
就
任
し
、
指
導
部

組
織
を
一
新
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
新
役

員
と
し
て
副
幹
事
長
に
木
下
穂
玄
氏
、

少
年
指
導
部
副
部
長
に
小
林
哲
也
氏
が
、

ま
た
会
計
部
長
に
植
田
吉
則
氏
が
選
任

さ
れ
た
。
ま
た
、
会
計
監
査
に
西
岡
伸

泰
氏
と
田
畑
修
氏
が
選
任
さ
れ
た
。 

そ
の
他
幹
事
、
各
部
員
に
新
会
員
が

加
わ
る
な
ど
組
織
の
世
代
交
代
が
進
め

ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
予
算
執
行
に
つ
い
て
規
約
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
会
計
が
す
べ
て

の
事
業
を
扱
っ
て
い
た
が
、
各
部
単
独

で
執
行
で
き
る
よ
う
に
合
理
化
が
図
ら

れ
た
。 

月
々
の
便
り
」 

 丹
野
骨
平 

雛
月
懐
古 

 

降
り
み
降
ら
ず
み 

名
残
り
雪 

岩
場
に
残
る 

雛
人
形 

降
り
み
降
ら
ず
み 

名
残
り
雪 

塩
冶
判
官 

江
戸
に
散
る 

降
り
み
降
ら
ず
み 

名
残
り
雪 

公
達
消
ゆ
る 

壇
の
浦 

降
り
み
降
ら
ず
み 

名
残
り
雪 

千
住
の
宿
よ
り 

旅
立
ち
ぬ 

降
り
み
降
ら
ず
み 

名
残
り
雪 

去
年
と
な
り
に
し 

春
津
波 

  

卯
月
の
つ
ぶ
や
き 

 

夢
ま
ぼ
ろ
し
か 

霞
む
空 

古
堂
の
際
の
辛
夷
咲
く 

夢
ま
ぼ
ろ
し
か 

霞
む
空 

大
臣
は
い
つ
も
万
愚
節 

夢
ま
ぼ
ろ
し
か 

霞
む
空 

ベ
ニ
ス
の
卵 

値
が
下
が
る 

夢
ま
ぼ
ろ
し
か 

霞
む
空 

涅
槃
図
開
披 

八
日
か
な 

夢
ま
ぼ
ろ
し
か 

霞
む
空 

能
面
覗
く 

山
桜 


